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はじめに

　芸術文化におけるアウトリーチ活動１．２）は、事業の対象や形態など多種多様で、その内容も
多岐に渡る。近年、音楽や舞踊のアーティストを学校や福祉施設などに派遣してワークショッ
プ型の事業を行うアウトリーチは、全国各地に定着しつつある。こうした試みは、文化・芸術
の普及に効果をもたらし、教育や福祉の分野においても、アウトリーチの新たな可能性を見出
し、更なる拡充へと向かうことが期待される３）。
　2008年より１年間、財団法人地域創造が実施したアウトリーチに関するアンケート調査４）

によると、アウトリーチが行われた学校現場において、児童・生徒の満足度は９割以上と極め
て高くその多くが継続を希望しており、教員からも「子ども達がナマの芸術を体験できる喜び
を味わえる」と評価されている３）。また参加者の「感受性」「表現力」「想像力」「コミュニケー
ション能力」等の能力の向上が期待できるとの報告もある４）。
　2010年には、文部科学省が、芸術表現を通じたコミュニケーション能力の育成に資する「芸
術表現体験事業」５）を開始するなど、徐々に教育と文化芸術の連携を支援する体制が国内で整
えられつつあるが、その一方で芸術家やコーディネーターの不足、文化施設などの企画側と学
校などの受け入れ側との情報共有不足、アウトリーチの成果が検証される機会が乏しいなど課
題も散見されており、アウトリーチ活動が形骸化することへの懸念も指摘されている１．４）。今
後、アウトリーチの実施を更に拡充し、普及を促進させるためにも多様な観点からの分析や検
証を行うことが重要である。
　本研究は、平成13年12月、劇場（愛知芸術文化センター）との共催により開催された第65回
舞踊学会大会「劇場におけるアウトリーチ〜ダンス・プログラムの可能性〜」６）にスタッフと
して関与した筆者らが、大会企画の中で実施されたダンスワークショップ（以下DW）におけ
る指導者と参加者の関係性に注目し調査を行った。この企画は、学会大会に先立って海外より
招聘した振付家ジェコ・シオンポ氏７）による、高校生のダンス部員30名を対象とした長期ワー
クショップ型のアウトリーチ８）である。
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　高校の運動部における生徒と指導者の関係についてはこれまでにいくつかの知見を得てお
り、松井９）は、高校運動部における生徒と指導者との関係において、双方の親和的信頼関係
が高まることにより、間接的に生徒の内発的動機づけに寄与すると述べている。今回のDWに
おいては、振付家による振付指導が中心となるため、指導者と参加者の間では身体を媒介とし
た、お互いのリズムやイメージを伝え合う協働作業が行われる。
　そこで、本研究では、DWにおける指導者と参加者との関係性が、DWを通してどのように
変化するのか、また両者の関係性が参加者のDWに対する満足度にどのような影響を及ぼして
いるのか、以上の２点について検証することを目的とする。

対象と方法

１　対象
　平成13年10月24日より12月６日までの間、愛知芸術文化センターと舞踊学会との共催により
実施された第65回舞踊学会大会のためのアウトリーチ活動において協力の得られた名古屋市内
にある私立の高等学校ダンス部員の１年生および２年生、30名を対象とした。対象者には、回
答により不利益を被ることはないこと、また、得られたデータは、結果が統計的に処理され、
個人のプライバシーが公開されることがないことを説明し、研究への協力について同意の意思
を書面で確認し、参加者全員からの同意が得られた。

２　調査方法
　同対象に対して、海外より来日した振付家
によるDWを実施し、振付されたダンス作品
のショーイングはDW最終日の翌日に行われ
た。DWの詳細なスケジュールについては、
表１を参照されたい。21回行われたDWの６
回目（11／12）および21回目（12／６）の２
回にわたり、練習の休憩時もしくは終了後に
質問紙調査を実施した。なお、実施日に欠席、
または遅刻した学生については、後日、個別
に回答を得た。

３　質問紙
　質問紙は、参加者に対し「指導者との関係
性」と「DWに対する満足度」を問う内容で
構成されその内容は次の通りである。

１）指導者との関係性についての質問紙
　コミュニケーションに関する文献11，12）を参考に、筆者らが振付家と踊り手との関係性を示
すと考えられる項目を作成し、項目内容が妥当であるかどうかを舞踊経験者３名に確認を行い、
更なる表現の修正を加えた項目で構成した。質問項目11問で、回答は１の〈当てはまらない〉

表１　DWのスケジュール
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から５の〈当てはまる〉の５段階とした。（資料１．指導者との関係性についての質問紙）

２）DWに対する満足度についての質問紙
　「DWの時間がとても楽しみである」「DWにはいつも意欲的に取り組んでいる」など、DW
に対する満足度を図る質問項目５問に対して、回答は１の〈当てはまらない〉から５の〈当て
はまる〉の５段階とした。（資料２．DWに対する満足度についての質問紙）

４　分析方法
　分析ソフトには、SPSS（Ver. 14.0J、IBM社製、東京）を使用し、Spearmanの順位相関係数
の有意性の検定、Wilcoxonの符号順位検定を行った。指導者との関係性11項目、および、DW
に対する満足度５項目のDWの初期と終了時の２回の回答について、評定値の変化における有
意差を検討するためにWilcoxonの符号順位検定を行った。DWに対する満足度と指導者との関
係性の相関についてSpearmanの順位相関係数の有意性の検定を行った。

結　果

１　指導者との関係性とDW満足度の質問項目に対する回答分布（図１，２）
　指導者との関係性について得られた有効回答者数は29名、DW満足度については30名であっ
た。
　指導者との関係
性に関する項目に
ついては、「①身
体言語を通し傾聴
する」、｢⑥指導者
の優れた所を認め
る｣ に対してDW
の初期と終了時と
もに８割程度の肯
定的な回答（〈当
てはまる〉、〈やや
当てはまる〉）を
得た。一方、「②
指導者に認められ
ていると感じる」、
｢⑦落ち込んでも

長引かない｣ など
では、特にDW初期において、否定的な回答（〈やや当てはまらない〉、〈当てはまらない〉）も
少なからずみられた（それぞれ14名、11名）。しかし、DW終了時では、ほぼ全ての項目にお
いて否定的な回答は減少し、「②指導者に認められていると感じる」の４名が最大回答数となっ
ている。

図１　指導者との関係性項目のDW初期と終了時の比較
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　DW満足度については、５
項目全てにおいて、DWの初
期終了時に関わらず、８割程
度が肯定的な回答（〈当ては
まる〉、〈やや当てはまる〉）
をし、否定的な回答はDW初
期の「（２）満足」に対して〈や
や当てはまらない〉と答えた
ものは1名のみであった。

２　指導者との関係性とDW満足度それぞれにおけるDW初期と終了時の比較
　DWの初期と終了時の比較では、指導者との関係性は、「②指導者に認められていると感じる」
「⑧指導者の話に同調できる」「⑨指導者に感情移入できる」「⑪指導者の喜びや盛上りに共感

できる」の４項目が有意に高くなった。（表
２参照）DW満足度については、「（３）意
欲」が有意に高くなった。（表３参照）

３　指導者との関係性とDW満足度の相関

１）DW初期の、指導者との関係性とDW満足度の相関
　指導者との関係項目「①身体言語を通し傾聴する」は、DW　満足度の「（１）期待」「（２）満足」
「（３）意欲」と有意な相関があった。指導者との関係項目「③指導者に褒められて嬉しいと
伝える」は、ＤＷ満足度の「（１）期待」「（２）満足」「（５）学び」の３項目と有意な相関があった。
さらに、指導者との関係項目「④自分への指摘を謙虚に聞く」は、ＤＷ満足度の「（２）満足」
「（４）発見」「（５）学び」の３項目と有意な相関があった。同様に、指導者との関係項目「⑥
指導者の優れた所を認める」は、「（３）意欲」以外の４項目と有意な相関があった。詳細は表

図２　DW満足度項目のDW初期と終了時の比較

表２　「指導者との関係性」におけるDW初期と終了時の比較（終了時−初期）

表３　�参加者の「満足度」におけるDW初期と
終了時の比較（終了時−初期）
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４に示すとおりである。

２）DW終了時の、指導
者との関係性とDW満足
度の相関
　指導者との関係項目
「①身体言語を通し傾聴
する」と「⑩指導者の舞
踊観や考えが理解でき
る」はDW満足度の「（１）
期待」「（２）満足」「（３）
意欲」「（４）発見」「（５）学び」の５項目全てと有意な相関があった。同様に、指導者との関
係項目「⑧指導者の話に同調できる」および「⑪指導者の喜びや盛上りに共感できる」は、
DW満足度の「（４）発見」を除く、「（１）期待」「（２）満足」「（３）意欲」「（５）学び」４
項目と有意な相関があった。また、DW満足度の「（３）意欲」は、指導者との関係を示す11
項目のうち、既に述べ
た４項目に、「②指導者
に認められていると感
じる」などの４項目を加
えた計８項目と有意な
相関があった。最後に、
指導者との関係項目「⑥
指導者の優れた所を認
める」は、DW満足度の
「（１）期待」「（２）満足」
「（５）学び」と有意な
相関があった。詳細は、
表５に示すとおりである。

３）DW初期の相関結果（表４）と終了時の相関結果（表５）の比較
　指導者との関係性とDW満足度の相関が有意だった項目は、DW初期では17個、終了時では
27個とかなり増えていた。特に、DW満足度の「（３）意欲」では、DW初期には指導者との関
係項目「①身体言語を通して傾聴する」のみと有意な相関を示したが、DW終了時には、指導
者との関係性11項目のうち８項目と有意な相関を示した。とくに「⑧指導者の話に同調できる」
「⑨指導者に感情移入できる」「⑩指導者の舞踊観や考えが理解できる」「⑪指導者の喜びや盛
上りに共感できる」など、指導者に同調できる、指導者の持つ何らかの特異性を理解できると
いった内容との相関が高かった。
　指導者との関係項目の「①身体言語を通して傾聴する」では終了時には新たに「（４）発見」
「（５）学び」との有意な相関を認めるようになった。同様に、「⑧指導者の話に同調できる」
では「（１）期待」「（２）満足」「（３）意欲」「（５）学び」、「⑩指導者の舞踊感や考えが理解
できる」では「（１）期待」「（２）満足」、「⑪指導者の喜びや盛上りに共感できる」では「（５）

表４　DW初期の「指導者との関係性」と「満足度」とにおけるSpearmanの順位相関系数

表５　DW終了時の「指導者との関係性」と「満足度」におけるSpearmanの順位相関系数
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学び」、そして「②認められていると感じる」「⑨指導者に感情移入できる」では「（１）期待」
との間に新たに有意な相関が見いだせるようになった。
　指導者との関係項目「③指導者に褒められて嬉しいと伝える」と「④自分への指摘を謙虚に
聞く」では、DW初期においてはDW満足度の３項目と有意な相関がみられたが、DWS終了時
には全く有意な相関がみられなくなった。同じく、「⑥指導者の優れた所を認める」では終了
時には「（４）発見」との有意相関が示されなくなった。

考　察

１　DWにおける指導者と参加者との関係性の変化

１）指導者との関係性およびDW満足度の質問紙項目に対する回答分布
　指導者との関係性に関する項目については、「①身体言語を通して傾聴する」、｢⑥指導者の
優れた所を認める｣ に対して、DWの初期と終了時ともに８割程度の肯定的な回答が得られた。
このことから、指導者の才能に直に触れた感動や強い興味関心がDWを通して維持されていた
ことが分かる。また、「②認められていると感じる」、｢⑦落ち込んでも長引かない｣ などでは、
DW初期において否定的な回答も少なからずみられたが、DW終了時には、ほぼすべての項目
において否定的な回答が減少した。このことから両者の間に、受容的な関係および参加者が前
向きになれるような信頼関係が成立していたことが示唆された。
　DW満足度については５項目全てにおいて、DWの初期と終了時ともに８割程度の肯定的な
回答を得ており、このDWが参加者にとって非常に充実したものであったと評価できよう。

２）指導者との関係性およびDW満足度それぞれにおけるDW初期と終了時の比較
　指導者との関係性については、「②指導者に認められていると感じる」および、指導者の言
動や舞踊観、感情などへの共感を意味する３項目がDW終了時に有意に高くなったことから、
DWを通して指導者に認められていると感じる自信と安心感などの受容性と、指導者の言動に
同調し、感情を共有しようとする共感性が高まったことが確認された。八木10）は、身体のリ
ズムによる同期反応が人と人との間の共鳴や共感を体感させる基本的で社会的な経験であると
述べており、指導者と参加者の間に同調や感情の共有などの共感性が高まったことは、この
DWが、身体を媒介とした交流によって実施されており、八木10）の、記述を支持した結果であっ
たといえよう。
　DW満足度については、「（３）意欲」がDW終了時に有意に高くなった。このことから参加
者は、DWの過程において直面する自分の課題や目標に対し意欲的に取り組み、達成感を覚え
ることで満足感を得ていたと考えられる。

２　指導者との関係性が参加者のDWに対する満足度に与えた影響
　DWの初期と終了時における、指導者との関係性と満足度の相関比較結果から考察する。
　指導者との関係性とDW満足度の間に新たな有意相関が示された。そのうちの７割は指導者
との関係性がDW満足度の「（３）意欲」に影響を及ぼしていた。とくに、指導者に同調できる、
指導者の持つ何らかの特異性を理解、共感できるといった内容の項目との相関が高かった。こ
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のことから、DWを通して、指導者の受容的態度に対する安心感や自信、自己開示や感情をコ
ントロールできる信頼関係、とくに指導者に同調し、感情を共有できる共感的理解などが醸成
されたことが、学習意欲を高める要因となったことを示唆した。
　指導者との関係項目「①身体言語を通して傾聴する」では、DW初期に満足度の３項目と有
意な相関を示したのに対し、「⑧指導者の話に同調できる」ではDW初期には、DW満足度と有
意な相関が全く示されず、終了時には一変してDW満足度4項目と有意な相関を示した。この
結果について、DW初期に、参加者の指導者の言葉に同調する態度が満足度と関連を持たなかっ
たのは、指導者がインドネシア出身で第二外国語としての英語を話し、必要に応じて通訳も介
される状況にあったため、参加者にとっては指導者の話に同調することへの違和感や困難さを
抱えていたことが示唆された。また、DW終了時に、参加者が言葉の障害を超えて指導者の話
に同調できるようになったことは、DWを通して両者の関係を結ぶ身体言語や、仲間との共感
や一体感を味わうことのできるダンスの特性が果たす役割が大きかったのではないかと推察で
きる。
　一方、指導者との関係項目「③指導者に褒められてうれしいと伝える」と「④自分への指摘
を謙虚に聞く」では、DW初期においてはDW満足度の３項目と相関がみられたが、終了時に
は全く相関がみられなくなった。このことから、DW初期には指導者との関係性が未熟である
ため、褒められることに対し嬉しさを表現したり、指導者の指摘を聞いて問題解決できたりと
いった体験を重ね信頼関係を築き始めたことがDW満足度につながったと推察される。実際に
指導者は、DW初日から参加者の踊りに対し大いに褒め、感動を表現しており、こうした参加
者を激励する態度はDW最終日まで継続された。従ってお互いの信頼関係が形成されるととも
に自信を得た参加者が、次なる課題や目標へと意識や関心を自己の内面に移行したため、褒め
られることが満足度とは直接結びつかなくなったと推察できる。また、「⑥指導者の優れた所
を認める」においては、終始一貫してDWに対する満足度に大いに影響を及ぼす要因であった
が、終了時に「（４）発見」との相関が示されなくなった。このことは、今回のダンスDWの
形態が影響している可能性が大きい。つまり、参加者にとって最も興味深く新鮮な感動が得ら
れる部分は、指導者が確立したアニマエルポップという新たなジャンルにおけるダンス技術や
表現方法、振付等であると想定できるが、これらの多くはDW前半に参加者に教示される。そ
の後は享受した振付家の世界を自分の課題と向き合いながら忠実に表現しようと努めるため、
DW終了時には、指導者の優れた才能への評価に対し新たな発見とは捉えられなかったと考え
られる。むしろ指導者から学んだ新しいジャンルのダンス技術や表現方法を充分に吸収できた
という充実感の表れとも捉えられよう。

結　論

　DWにおける指導者と参加者の関係性の変化において明らかになったことは、参加者が指導
者に自分を認めてもらっていると感じる受容的な関係が築かれたこと、および参加者が指導者
の言動や舞踊観を理解し、指導者の感情や思いに深い共感を示すといった心通わせる共感的人
間関係が醸成されたことであった。DW特有の身体を媒介としたコミュニケーションにおいて、
指導者と参加者が共にリズムや呼吸を合わせて踊ることにより一体感や共感が得られるダンス
の特性が、こうした結果に寄与したと考えられる。
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　また指導者と参加者の関係性がDWに対する満足度に及ぼした影響として顕著に表れていた
のは、DW期間、終始一貫して維持された、参加者が抱く指導者の優れた才能への評価であった。
アウトリーチ活動の特徴でもある「本物に触れる喜びを体験すること」６）は、参加者の期待や
学ぶ態度に大きく働きかけることが本研究において実証された。また、DWを通して、指導者
と参加者の間に共感的人間関係が醸成されたことが、参加者の学習意欲を高めており、満足度
に大きく影響を及ぼしていた。この結果から、参加者の学習意欲や満足感を高めるためには、
両者間に受容的で共感的な信頼関係を築くことが重要であることが検証された。

問題点および今後の課題

　本研究では、アウトリーチダンスワークショップにおける指導者と参加者の関係性が、参加
者のDW満足度に及ぼす影響について検証した。研究における問題点および今後の課題につい
て以下の事柄が挙げられる。まず問題点について、一つは指導者が海外の振付家であるという
特殊な要因を含むことにより、指導者と参加者との間には文化や言葉の壁、またそれを補うた
めの指導者による非言語的行動、さらに必要に応じて通訳を行う第三者の介入があった。その
ため、これらの要因が双方のコミュニケーションに与えた影響について詳しく検証する必要性
があった。二つ目には、今回実施したアウトリーチプログラムでは、DW終了翌日に舞踊作品
を公開するというショーイングが設定されていた。そのため、到達目標が存在したことが、参
加者の外発的動機づけとなり、研究結果になんらかの影響を及ぼした可能性があることは否定
できない。以上の問題点の他に、本来DW満足度の要因となるものは、指導者との関係性の他
にも多数存在するため、本研究における限界は明らかである。今後は多様なケースにおける現
場の状況を反映した要因分析をはじめ、アウトリーチ活動の意義について実践的な示唆を得る
ことを課題としたい。

Abstract

　The purpose of this study was to verify how the relationship between an instructor and 
participants affects the satisfaction level of the participants at a dance workshop.
　The dance workshop was 21 series of choreographing and practicing dance performances 
in one and a half months. Participants were 30 high school students who belonged to the 
dance club（age 15-16）. The participants were asked to answer a questionnaire at the 
beginning and another at the end of the workshop. The first questionnaire consisted of 
11 items related to the relationship between an instructor and participants and the latter 
questionnaire consisted of 5 items to evaluate their level of satisfaction of the workshop. 
　The results of analysis showed a strong correlation between the respect for the talented 
instructor the participants had, and the participants’ satisfaction of the whole dance 
workshop. On the other hand, a receptive and empathetic correlation between the instructor 
and participants was newly built through the dance workshop, and this motivated the 
participants in the workshop having a strong impact on the level of satisfaction as well.
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　These results verified that it is important to establish a good relationship with receptive, 
empathetic and mutual trust between the instructor and participants, in order to increase 
the participants’ learning motivation and satisfaction.
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